
目　次

　序　章　英語の基本はＳＶ関係 …………………………………………………… 14

§1　英語の「S」と日本語の「主語」との関係  14
§2　「は」「が」と「Sの部分の終わり」 15
§3　丸暗記すべき事項  15

　第１章　名　詞̶単語はイメージで ……………………………………… 16

�　前置詞＋名詞  16

①on　17 ②off　18 ③of　18 ④ in　20 ⑤at　20 
⑥over　21 ⑦ from　22 ⑧ to　22 ⑨ into　22 ⑩ for　23 
⑪by　25 ⑫with　25 ⑬前置詞＋～self　26 ⑭under　27 
⑭above/beyond/across　28 ⑮around/about　29 ⑯up/down　30

�　冠詞＋名詞  32

§1　a（不定冠詞）＋名詞  32
（1）fewと a few 33
（2）few / manyと little / much 34
（3）固有名詞と冠詞  34
（4）C（可算名詞）と U（不可算名詞） 35
§2　the（定冠詞）＋名詞  36
§3　名詞＋s　（複数のs） 38
§4　theと訳との関係　（冠詞を用いる基準） 39
§5　a/ the＋先行詞＋関係代名詞 ～  39

�　代名詞（名詞の代わりをする語） 41

§1　itの基本意味と用法  41
§2　itとoneの関係  41
§3　thisと that 43
§4　it/ this/ thatの訳  43
§5　he/she/ they 44

�　所有格＋名詞  45

§1　所有格＋名詞  45
§2　own 46
§3　some 46
§4　particular 48
§5　any 48
§6　some/anyと肯定文・否定文・疑問文との関係  49
§7　each/every/all 49



�　修飾部分＋名詞＋修飾部分  52

§1　「名詞＋Ving」と「名詞＋P.P.」 52
§2　a dog barkingと a dog which is barking 53
§3　“Ving”と“P.P.”との違い  53
§4　「落葉」と「落石」 54

�　形容詞・副詞に関する注意事項  55

§1　so＋形容詞  55
§2　too＋形容詞＋ to原形動詞  56
§3　veryと quite 58
§4　形容詞＋enough＋ to原形動詞  58
§5　数字＋形容詞  59
§6　muchと little 60

　第２章　英語の時制 「̶遠い・近い」が理解の近道 ………………… 62

�　動詞の現在形と過去形  62

§1　「現在形」（present） 62
§2　近い（動詞の現在形）と遠い（動詞の過去形）の関係  63
§3　「遠いこと（過去形）」（past）と「仮定法過去」 63
§4　「過ぎ去ったことに対する思い」　（仮定法過去完了） 64
§5　注意すべき用法：S1 V1 as if S2 V2 65
§6　S＋助動詞＋have＋P.P. 66
§7　「時制の一致」という考え方  67
（1）He said that the earth is round. 67
（2）He demanded that she go there. 67
（3）It is time I was leaving. 68
§8　「時間軸」を用いた時制の考え方  68
§9　過去形動詞が表す文　（「遠いこと」→「過去の一点」） 69
§10　「時」に関わるいろいろな表現  69
（1）sinceとuntil 69
（2）for（期間）：「交換・埋め合わせ」 70
（3）during　（whileや forとの区別） 70
（4）「3時間で～」 71
（5）「3時間後に～」 71
（6）inとwithin 72
（7）ago（＝back） 72
（8）beforeとafter 73
（9）earlyと late 74

�　完了形 have［had］＋P.P. 75

§1　現在完了形の基本意味―「時間のずれ」が重要な意味をもつ場合  75
（1）「もう終わったの？」 75
（2）「冬は去った」 75
§2　「時間軸」と「現在完了」 76

§3　「現在完了」の意味の分類―その問題点  76
（1）一般的な分類  76

A. 完了　76　　B. 継続　77　　C. 経験　78
（2）注意すべき表現  78

A. 「行ったことがある」　76　　B. 「行ってきたところだ」と just　79
§4　have＋P.P.と「過去の一点の表示」との関係  79
§5　everとnever 80
§6　「時間軸の流れ」と「英文の流れ」 82
§7　“had＋P.P.”　（過去完了） 82
（1）「～のに（残念だ）」 83
（2）「～したときはすでに…」 83
（3）「～まで…だった」 84
（4）“had＋P.P.”を用いる場合の注意  84
（5）過去完了で頭に入れる2つだけのこと  84

�　進行形（「まだ終わっていないこと」の表現） 86

§1　進行形（be動詞＋Ving）の基本性質  86
（1）「学校がたっている」 86
（2）「ロンドン橋落ちた！」 86
（3）「メガネをかけている」 87
§2　「進行形」と「状態動詞」 87
§3　be動詞＋進行形　（be動詞＋being ～） 88
§4　「時間軸」と「進行形」との関係  89
§5　進行形とwhen S V　（進行形の状態が「切断・中断」） 90

�　未　来  92

§1　「～の予定です」　（進行形） 92
§2　be going to ～  92
§3　will ≠ 未来  94

�　助動詞  95

§1　will 95
（1）willと if S Vとの関係  96
（2）I will ～  96
§2　would  97
（1）wouldとwillの関係  97
（2）S＋would＋原形動詞と S＋used to＋原形動詞  98
§3　could/wouldと英語の敬語  99
§4　can 100
§5　could 100
§6　must 101
§7　have to＋原形動詞　（「状況」中心の重要表現） 101
§8　should 102
§9　shall 102
§10　may 103
§11　need 103



§12　部分否定　（「否定を表す語」＋「完全を表す語」） 104
§13　「たぶん・おそらく・きっと」の表現  104

　第３章　“V＋ N”（動詞＋名詞）̶ 動詞の後に名詞あり！ …………106

�　受動態  106

§1　受動態とは  106
§2　「られる」と受動態との関係  106
§3　“S＋be＋P.P.”＋ by X 107
§4　“V＋N”から“S＋be＋P.P.”へ　（文構造上のチェック） 108
§5　自動詞と他動詞の区別  109

�　S＋“V＋N＋ to＋V”と S＋“V＋N＋N” 111

§1　S＋“V＋N＋ to＋V”　（「第5文型」） 111
（1）I  find  myself  ～  112
（2）keep / leave 113
§2　S＋“V＋N＋N”　（「第4文型」） 114
§3 “give him a book”と“give a book to him” 115

�　使役動詞  116

§1　「使役動詞」と文構造  116
§2　make　（強い力をもった動詞） 116
（1）S＋make＋N＋V 116
（2）S＋make＋N＋B　（B：形容詞） 117
（3）S＋make＋A＋B＋ for 名詞＋ to原形動詞  117
§3　have　（関係があることを示す動詞） 118
§4　let　（「なすがままにする」ことを示す動詞） 118
§5　get　（力の弱い動詞：get＋名詞＋ to原形動詞） 119

�　知覚動詞  121

§1　hear：「音」が聞こえる・「話」を聞く  121
§2　see：「姿」が見えてくる・「～こと」がわかる  122
§3　I saw him smile.と I saw him smiling. 122
§4　see/ lookと hear/ listen 123
§5　lookと watch 123

�　S＋be＋形容詞 /P.P.＋ to原形動詞  125

§1　S＋be＋形容詞＋ to原形動詞  125
§2　S＋be＋P.P.＋ to原形動詞  126

　第４章　文頭のパターン（Ⅰ）̶ 文頭は英文の入口 …………………128

�　文頭の it 128

§1　itの基本意味と用法  128
§2　仮主語の it 129

§3　It is not that ～  130
§4　強調構文  133
（1）It is X that V. 132
（2）It is X that S V.　（仮主語との区別） 134
（3）It is because ～ . 134

�　That/Whether 136

§1　“That S V”＋Vの構文  136
§2　“Whether S V”＋V 137
§3　Whether A or B, S V 139
§4　～ , be S A or B（← ～ , whether S be A or B） 139

�　倒置・疑問文  141

§1　文頭での倒置  141
（1）Not V S　 141
（2）Nor V S / Neither V S 142
（3）語尾の Iy＋V S 143
（4）In＋名詞＋V S 143
§2　文頭以外の倒置  143
§3　疑問文も倒置のケースの1つ  147
§4　付加疑問文  148

�　There ～ /Here ～  149

§1　There V S 149
§2　ThereとHereの基本意味  150
§3　「世の中には ～がある［いる］」の表現  150
§4　There＋be動詞＋名詞＋～　（「…が～だ」） 151

�　what 154

§1　what ～ の基本意味「こと・もの」 154
§2　whatの意味と訳  155
§3　whatの内側の文構造  156
§4　whatと thatの違い  156
§5　that S Vと what ～ の訳の違い  157
§6　what/ thatの省略について  158
§7　流れに沿ったwhatの処理  159
§8　what＋名詞  159

�　how 160

§1　howの基本  160
§2　how ～ の意味と訳との関係  161
§3　how＋形容詞 /副詞＋S V 161
§4　how＋形容詞＋～ の意味と訳との関係  162
§5　How ～ !と「感嘆文」 164
§6　how＋ to 原形動詞と how S V 165
§7　S V how S should Vと S V how to V 166



§8　“how＋ to原形動詞”の応用　（what＋ to原形動詞など） 166
§9　no matter howと however 167
§10　noとmatterの意味  168

�　The＋比較級＋S V,  the＋比較級＋S V. 169

　第５章　文頭のパターン （Ⅱ）̶ カンマで文は結べない ……………171

�　接続詞（1） 171

§1　andの基本性質  171
§2　and＋S V 172
§3　but/yet/howeverの基本意味  172

�　接続詞（2） 174

§1　接続詞の働きと意味・日本語との関係  174
（1）whenとwhereの関係  175
（2）whenの及ぶ範囲  176
（3）When（S1＋be） …, S2 V2―“S1＋be動詞”の省略　 176
§2　although/ though 178
§3　because 179
§4　since 180
§5　as 180
§6　S1 V1 ～ so that S2 V2 181

�　分詞構文（「～て…」という日本語からのアプローチ） 182

§1　序論　「～て…」に当たる英語の表現  182
（1）～ and … 182
（2）to 不定詞  182
（3）分詞構文  182
§2　分詞構文の文構造  183
（1）Ving, S Vまたは S V, Ving　（S1＝S2） 184
（2）S＋Ving, S Vの場合　（S1≠S2） 185
（3）beingを補う考え方  185
§3　分詞構文の意味・分類・訳  186
§4　「…しながら～する」 187

�　付帯状況  189

�　to不定詞  191

§1　「to不定詞」は1つの意味しかない  191
（1）名詞用法  191
（2）形容詞用法  192
（3）結果用法  193
（4）副詞用法  193
§2　“to＋原形動詞”の前にくる部分  194
（1）否定語＋“ to＋原形動詞”　（to不定詞の否定） 194
（2）for S to V　（Sの交替） 194

§3　It is＋形容詞＋of＋人＋ to 原形動詞  195
§4　to不定詞の読み方と訳  196
（1）To ～　（文頭 to不定詞） 196
①“To原形動詞 ～ , S V”の型　197　　②“To原形動詞 ～ V”の型　198

（2）S＋be＋ to原形動詞  199

　第６章　関係詞̶名詞を入れるただの空箱 ………………………………200

　関係代名詞の接続パターン  200

§1　序論：関係代名詞の存在意義  201
§2　N who V　（“名詞＋who＋動詞”のパターン） 202
§3　N whom S V　（“名詞＋whom＋主語＋動詞”のパターン） 202
§4　N which Vと N which S V 204
§5　N＋ in［of/at/withなど］＋which S V 205
§6　N in which S V → N where/when S V 207
§7　where 208
§8　N, N of which  209
§9　N whose N 210
§10　S V, which V　（思考の流れを切らないための表現法） 211
§11　N as S V 211
§12　N＋which＋ to原形動詞  213
§13　N that V 214
§14　N that S Vの識別法　（関係代名詞と同格の thatとの識別） 215
§15　N ～ which ［who/ that］…　（先行詞と関係代名詞の分離） 216
§16　｛S（who ～）｝ V　（Sの中の関係代名詞） 216
§17　N S V　（関係代名詞の「省略」） 217
§18　［§16＋§17］→ S （s v） V 217
§19　S, s v, Vの型　（文中でさらに文がカンマで挟まれている場合） 218
§20　that/ those＋N＋which　（先行詞の前の that/ those） 220

　第７章　比　較̶流れの中の対称関係 ……………………………………222

§1　比較表現の意味と文構造  223
§2　as ～ / than ～ が省略される場合  224
§3　suchとso 226
（1）such 226
（2）so 226
§4　no more ～ than … 227
§5　no more/ less than 1 m 229
§6　A as well as B 230
§7　S＋might as well ～  232
§8　補足：具体例の表現方法　（“say”という語について） 233

索　引　235


